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　「４０４」ある本市の施設のうち、建築後３０年を超える施設が約半数となっています。建物には、構造な

どによって、２０～５０年の耐用年数が設定されており、その年数経過後、すぐに安全性を損ねるものではあ

りませんが、雨漏りや内外壁の損傷など、継続して利用していくことに問題が出てきます。さらに、昭和５６

年以前に建築された施設は、現行の耐震基準を満たしていない可能性が高いとされています。

　そのため、老朽化した施設の改修を行う前に、「利用状況」と「改修コスト」を比較し、今後の必要性を精

査する必要があります。

■問合せ＝行政経営課☎（２０）３００５

個
人
事
業
税
の
お
知
ら
せ

　

第
２
期
分
の
納
付
書
を
11
月
９

日
（金）
に
送
付
し
ま
す
。
納
期
限
は
、

11
月
30
日

（金）
で
す
。

■
問
合
せ
＝
安
足
県
税
事
務
所

☎
（２３）
１
４
５
８

不
審
な
は
が
き
に
ご
注
意
を

　

「
消
費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最

終
告
知
の
お
知
ら
せ
」
な
ど
と
書

か
れ
た
は
が
き
は
届
い
て
い
ま
せ

ん
か
？
こ
の
は
が
き
に
は
契
約

日
、
契
約
先
、
契
約
内
容
、
契
約

金
額
等
（
請
求
の
根
拠
）
が
何
も

書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
振

り
込
め
詐
欺
の
手
口
で
す
。
連
絡

を
せ
ず
、
身
に
覚
え
の
な
い
請
求

を
受
け
て
も
応
じ
ず
、
無
視
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

悩
ん
だ
と
き
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
（２０）
３
０
１
５
（
平
日
午
前
９
時

～
午
後
４
時
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
（
局
番
な
し
）
１
８
８　

本
市
の
地
価
調
査
価
格

　

平
成
30
年
７
月
１
日
時
点
の

「
地
価
調
査
」
価
格
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

地
価
調
査
は
、
栃
木
県
知
事
が

判
定
し
、
公
表
す
る
も
の
で
、
毎

年
７
月
１
日
時
点
の
基
準
地
の
適

正
な
価
格（
１
㎡
当
り
）で
、
皆
さ

ん
に
土
地
の
正
常
な
価
格
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
土
地
取
引
の
目
安

に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

基
準
地
お
よ
び
標
準
価
格
は
、

栃
木
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
な
お
用
地
課（
５
階
）、

田
沼
・
葛
生
の
各
行
政
セ
ン
タ
ー
、

各
支
所
、
図
書
館
で
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
１
０
５

最
低
賃
金
の
改
正

　

栃
木
県
最
低
賃
金
が
10
月
１
日

か
ら
１
時
間
826
円
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
の

区
域
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
栃
木
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室　

☎
０
２
８（
６
３
４
）９
１
０
９

異
常
水
質
事
故
の
未
然
防
止

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

河
川
な
ど
に
油
や
薬
品
な
ど
が

流
入
し
た
こ
と
に
よ
り
魚
が
死
ん

だ
り
す
る
「
異
常
水
質
事
故
」
が

毎
年
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

異
常
水
質
事
故
が
発
生
す
る

と
、
農
業
や
漁
業
に
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
被
害
が
発
生
す
る
な

ど
、
下
流
域
で
の
水
の
利
用
に
支

障
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
事
業
場
で
は
、
油
や
薬
品
な
ど

が
流
出
し
な
い
よ
う
、
以
下
の
事

項
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
機
械
や
設
備
な
ど
は
定
期
的
に

点
検
す
る

・
油
や
薬
品
な
ど
の
正
し
い
取
り

扱
い
方
法
を
十
分
理
解
す
る

・
オ
イ
ル
タ
ン
ク
の
残
量
や
破
損

の
有
無
を
定
期
的
に
確
認
す
る

・
万
一
、
事
故
が
起
き
て
し
ま
っ

た
時
は
、
直
ち
に
油
や
薬
品
な
ど

の
流
出
を
防
止
し
、
速
や
か
に
県

南
環
境
森
林
事
務
所
に
連
絡
す
る

●
家
庭
で
は
以
下
の
事
項
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

・
不
要
と
な
っ
た
油
や
塗
料
・
農

薬
類
は
、
適
切
に
処
分
す
る

・
キ
ッ
チ
ン
か
ら
油
を
流
さ
な
い

・
灯
油
な
ど
の
給
油
中
は
油
漏
れ

に
注
意
す
る

■
問
合
せ
＝
環
境
政
策
課

☎
（２０）
３
０
１
３

県
南
環
境
森
林
事
務
所
環
境
対
策

課
☎

（２３）
４
４
４
５

市有施設適正配置～第４回「市有施設の２つに１つは老朽化」～
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

り
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
市
民
と

し
て
の
権
利
を
行
使
で
き
な
く

な
っ
た
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
住
所
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

は
、
す
み
や
か
に
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。　

■
問
合
せ
＝
市
民
課

☎
（２０）
３
０
１
６
、
田
沼
行
政
セ
ン

タ
ー
☎
（６１）
１
１
２
４
、
葛
生
行
政

セ
ン
タ
ー
☎
（８６）
４
７
１
３

郷
土
の
歴
史
を
知
ろ
う

　

さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
と
共
に
貨
狄

様
と
呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
守

り
継
が
れ
て
き
た
エ
ラ
ス
ム
ス
立

像
と
、
戦
国
武
将
・
牧
野
成
里
の

歴
史
的
物
語
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
11
月
10
日
（土）
午
後
１
時

〜
３
時
30
分
▼
会
場
＝
吾
妻
地
区

公
民
館
▼
内
容
＝
過
去
の
映
像
で

観
る
貨
狄
様
伝
承
、
エ
ラ
ス
ム
ス

像
の
物
語
、
戦
国
武
将
・
牧
野
成

里
の
生
涯
▼
費
用
＝
無
料

■
問
合
せ
＝
秘
宝
エ
ラ
ス
ム
ス
立

像
に
学
ぶ
会
☎
（２３）
５
５
９
９

就
学
援
助
費（
新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品
費
）
を
入
学
前

に
支
給
し
ま
す

　

平
成
31（
２
０
１
９
）年
度
に
入

学
す
る
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
、

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
に
限

り
、
入
学
前
の
３
月
に
支
給
を
し

ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
学
校
教
育
課

（
３
階
）で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
経
済
的
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
で
、
平
成

31

（
２
０
１
９
）年
度
に
市
内
の
公
立

小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
▼
申
請
期
間
＝
11

月
15
日
（木）
〜
12
月
25
日
（火）

▼
必
要
書
類
＝
平
成
29
年
中
の
所

得
が
わ
か
る
も
の
、通
帳
、印
か
ん

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２０）
３
１
０
７

住
所
変
更
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

　

住
民
登
録
は
、
住
所
の
公
証
や

選
挙
人
名
簿
の
登
録
の
ほ
か
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
、
国
民
健
康
保
険
、

国
民
年
金
、
介
護
保
険
、
児
童
手

当
な
ど
の
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

登
録
の
内
容
が
実
態
と
異
な
っ

て
い
る
場
合
、
住
民
票
を
職
権
で

削
除
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

　９月に開催した「サマーピクニック＆クリケット in 佐野」ですが、幸い好天にも恵まれ、大変多

くのお客様にご来場頂きました。普段関わりのない方々がイベントを通じて同じ時間と空間を共有し、

その傍らに「クリケット」がある、ある意味このプロジェクトの目指すべき姿をつくり出せたのでは

ないかと思います。

　さて、これから本プロジェクトの１つ目の柱、「『国際クリケット場』の事業化」について、現時点

での考え方を簡単にご紹介したいと思います。

　皆さんは「ボールパーク構想」という言葉をご存知でしょうか。これまで「野球場」は「野球を見

に行くための場所」でした。ですが、今、プロ野球チームの本拠地がある横浜や広島、北海道などで

進んでいる「ボールパーク構想」は、野球もありつつ野球以外のことも楽しめる、そういう場所を目

指しているそうです。規模の違いはありますが、「国際クリケット場」も、「クリケット」だけでなく、

人によって色んな楽しみ方がある、そういう場所を目指して行きたいと考えています。

　（地域価値創造マネージャー　秋山仁雄）

                                                                               
■

問合せ＝スポーツ立市推進課☎（２０）３０４９

今
月
の
納
税

　

11
月
は
国
民
健
康
保
険
税
（
普

通
徴
収
）
第
５
期
の
納
期
で
す
。

　

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

「クリケットタウン佐野」創造プロジェクト「Sano Cricket Challenge !!!」

「佐野クリケットチャレンジ !!!」を進める上での

「４つの柱」①




